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高齢者 40～64歳 18～39歳 12～17歳 一般 合計
（12歳以上） 5～11歳

■ 1回接種率 95.7％ 94.4％ 87.7％ 89.2％ 91.7％ 93.3％ 35.5％
■ 2回完了　 95.3％ 94.1％ 87.3％ 88.6％ 91.3％ 92.9％ 32.4％
■ 3回完了　 89.2％ 80.8％ 59.5％ 28.7％ 69.0％ 77.3％ 0.0％

新型コロナウイルス感染症 感染拡大防止

新型コロナウイルスワクチン接種情報

接種状況をお知らせします
ワクチン接種状況（6月 16日現在）■■1回接種率■■ 2回完了

■■ 3回完了

新型コロナワクチン追加（4回目）接種がはじまります
　60 歳以上の方を対象に、4 回目のコロナワクチン接種
　がはじまります。
　3 回目接種完了月が 2 月までの方へ接種券を送付しま
　した。これから 60 歳になられる方へは、誕生日の翌
　月に接種券を送付します。転入等で通知が届かない場
　合は、保健課へお問い合わせください。
※ 3 回目接種を完了した日から 5 カ月未満の方は接種で
　きませんのでご注意ください（3 回目接種日から 5 カ
　月後の同日から接種可能）。
1回目～3回目のワクチン接種を希望される方へ
　たむら市民病院で受けることができます。
　予約専用電話  (080-2845-1167
　予約受付時間  月～金曜日　午前 9 時～正午

たむら市民病院でも武田 /モデルナ社ワクチンの接種
　が受けられます
　これまで集団接種のみだった武田/モデルナ社ワクチンの
　接種が5月からは、たむら市民病院でも受けられます。ファ
　イザー社ワクチンの接種と並行して、5月13日から毎週金
　曜日は武田/モデルナ社ワクチンの接種日となります。
これから5歳になられる方（保護者）へ
　誕生日の翌月に案内通知を送付します。内容をご確認
　いただき、接種を希望される方は予約をお願いします。
●お問い合わせ先（予約受付はできません）
　田村市新型コロナ相談ダイヤル (81-2512　
　保健福祉部 保健課 (81-2271

接種人数
●対象者数（12 歳以上）
　対象者総数 32,349人 ※3月31日時点
　総接種回数 85,271回 ※6月16日時点
　　接種 1 回目　　  30,193人（93.3％）
　　接種 2 回目 完了 30,064人（92.9％）
　　接種 3 回目 完了 25,014人（77.3％）

【小児ワクチン】
●対象者数（5 ～ 11 歳）
　対象者総数 1,655人 ※3月31日時点
　総接種回数 1,125回 ※6月16日時点
　　接種 1 回目　　　 588人（35.5％）
　　接種 2 回目 完了   537人（32.4％）
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感染拡大防止のための基本対策
１. 一人一人が基本的な感染対策を徹底してください。
２. 症状がある場合は、登校・出勤を控え、早めに受診してください。
３. 飲食時は、感染リスクに十分ご注意ください。
４. 旅行や帰省等、移動するときは、ご自身の体調管理や移動先の感染情報
　 把握などを含め、感染防止対策をお願いします。
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～がんばる船高生～AA !!TTENTIONTTENTION 第 59 回 インターハイ福島県大会出場 バスケットボール部

　５月上旬から、インターハイの地区予選が始まり、各競
技で熱い熱戦が繰り広げられました。本校では、剣道部、
ソフトテニス部、卓球部、バスケットボール部が県大会へ
の出場権を獲得しました。
　今回は、県大会出場を決めたバスケットボール部の栁
沼蒼

そ う

生さん（3 年 船引中）、吉田勇
ゆ う と

人さん（３年 常葉中）、
佐藤優

ゆ う た

汰さん（３年 船引中）の３人にインタビューを行
いました。
Qどんなチームですか？
　船引高校バスケットボール部では、「内面から強くなる！」を目標にし、毎週木曜日に学校や船引町内の
ゴミ拾いの活動を行っています。掃除は簡単に手を抜くことができますが、丁寧に手を抜かず掃除すること
で、練習でも手を抜かないよう意識するようになり、内面の向上も実感しました。志を高くもち、さまざま
なことに意識をもって取り組むことで、一つ一つのプレーにもつながってくると考えています。
Qどんな目標をもって活動してきましたか？
　私たちの目標は、「県大会ベスト 16」です。練習から自分や仲間の長所に目を向け、一人一人のよさを
生かしたチームプレーができるよう取り組んできました。自分が得意なことを生かすことで自信をもってプ
レーすることができるようになり、目標達成に向けてチーム一丸となって切磋琢磨しています。
　また、バスケットボールという競技を通して人間性を磨き、「福島県で一番いいチームになる！」という
目標もあります。日常生活において自分の何気ない行動一つ一つにこだわり、部員一人一人が責任をもち、
考えてプレーすることができるようになりました。
Ｑ大会の中で印象に残っていることは何ですか？
　今回の試合では、前半を終えて負けている試合が多くありました。その中で、第３クウォーターを終えて
９点差の試合がありましたが、最後のブザーがなるまでチーム一丸となって諦めず、自分たちが今までやっ
てきたこと事をしっかりと出し続けて逆転することができたことは、強く印象に残っています。

（県大会終了後のインタビュー）
Q県大会ベスト 16おめでとうございます。大会を振り返って一言お願いします。
　県大会で目標のベスト 16 を達成することができ、本当に良かったです。ありがとうございます。地区大
会から振り返ると、逆転勝ちの試合も多く、今までぎりぎりの戦いで負けてしまっていた自分たちの成長を
しっかりと感じることができました。また、いろいろな方々のサポートも大きな力になりました。今まで苦
しいこともたくさんありましたが、本当に、本当に楽しい大会となりました！

　今年度の３年生は、「地域活性化」をテーマに総合的な探
究の時間に取り組んできました。
　１年次から「地域を知る活動」を行い、２年次から地域の
課題に目を向け、解決するための取り組みを考えてきました。
課題解決のために、同級生とグループを作り、地域の方にイ
ンタビューを行ったり、アンケートを取ったりするなど、多
くの方々の協力を得ながら、探究活動を進めてきました。6
月 10 日に発表会を行い、これまで探究してきた「地域課題
の解決方法」を市長に提案しました。
　これを受けて講評と「船引高校生へのメッセージ～若者に
魅力的なまちづくり～」というテーマで講話いただきました。

◆３学年「総合的な探究の時間」の発表会


